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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
難
病
と
向
き
合
っ
た
か
ら
、
知
り
得
た
事
・
・
・

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
８
２
７
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
桔
梗

【
あ
ら
す
じ
】

　ー
い
つ
も
の
よ
う
に
、
ご
く
普
通
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
コ
ナ
ン
。

あ
る
日
突
然
、
コ
ナ
ン
に
病
魔
が
襲
い
掛
か
る
・
・
・

未
知
不
明
の
難
病
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
コ
ナ
ン
。
み
ん
な
の
思
い
・
・
・

様
々
な
気
持
ち
が
交
差
す
る
・
・
・
。
病
気
に
な
り
な
が
ら
も
笑
う
コ
ナ
ン
。

恐
怖
の
、
余
命
宣
告
・
・
・
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
！
？
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★
病
気
の
事
は
、
現
実
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
・
・
・

そ
こ
は
、
無
視
で
お
ね
が
い
し
ま
す
。

第
三
作
で
す
！
時
間
が
あ
っ
た
ら
、
夕
方
提
載
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
主

に
、
１
２
：
０
０
提
載
か
予
約
提
載
で
す
。
そ
れ
で
も
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
♪
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－
１
－
　
い
つ
も
の
平
和
な
日
常
（
前
書
き
）

ど
う
も
、
桔
梗
で
す
。
活
動
報
告
通
り
、
第
三
作
　
「
難
病
と
向
き
合
っ
た
か

ら
、
知
り
得
た
事
」
記
念
す
べ
き
一
話
で
す
。
一
様
、
た
く
さ
ん
、
書
い
て
あ

る
の
で
、
今
日
も
う
一
話
見
た
い
！
と
い
う
方
は
感
想
に
お
願
い
し
ま
す
♪
限

り
あ
る
の
で
、
一
日
に
ま
と
め
て
５
話
と
か
は
無
理
で
す
が
・
・
・
毎
日
更
新

の
予
定
で
す
が
、
全
て
夜
中
で
す
。
我
儘
な
作
者
で
変
な
所
で
段
落
が
変
わ
り

読
み
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
・
・
・
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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－
１
－
　
い
つ
も
の
平
和
な
日
常

ー
　
朝
　
Ａ
Ｍ
 

７
：
０
０
　
ー

　
『
・
・
・
君
・
・
コ
ナ
ン
君
朝
よ
、
学
校
遅
刻
し
ち
ゃ
う
よ
・
・
起
き
て
。
』

　
い
つ
も
の
よ
う
に
、
蘭
の
声
で
目
覚
め
た
コ
ナ
ン
は
布
団
か
ら
起
き
上
が
っ

た
。

　
「
・
・
お
は
よ
。
蘭
ね
ー
ち
ゃ
ん
。
」

　
コ
ナ
ン
は
、
ま
だ
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
言
っ
た
。

　
『
コ
ナ
ン
君
、
顔
を
洗
っ
た
ら
、
ご
飯
作
っ
た
か
ら
食
べ
て
ね
。
』

　　
言
い
終
わ
っ
た
蘭
は
、
朝
食
の
あ
る
食
卓
へ
と
向
か
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
コ
ナ
ン
は
、
顔
を
洗
い
終
わ
り
自
分
の
席
へ
と
着
い
た
。

　
《
い
た
だ
き
ま
す
！
》

　
三
人
が
、
声
を
合
わ
せ
て
食
事
の
挨
拶
を
し
、
一
斉
に
食
べ
始
め
た
。

　
ー
　
４
０
分
後
・
・
・
　
ー
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三
人
と
も
、
食
べ
終
わ
り
蘭
は
全
て
の
食
器
を
片
し
、
コ
ナ
ン
は
、
学
校
の

準
備
を
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
１
０
分
経
つ
と
、
哀
と
少
年
探
偵
団
が
探
偵
事
務
所
に
来
た
。

　
コ
ナ
ン
は
、
彼
ら
と
一
緒
に
学
校
に
向
か
っ
た
。

　
『
見
た
か
よ
！
昨
日
の
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
・
・
』

　
『
す
ご
か
っ
た
で
す
よ
ね
ー
。
』

　
『
コ
ナ
ン
も
見
た
よ
な
？
』

　
『
見
た
ぜ
！
す
ご
か
っ
た
よ
な
！
』

　
コ
ナ
ン
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
事
に
な
る
と
子
供
の
よ
う
に
な
る
。
い
つ
も
の
こ

と
だ
。

　
そ
れ
を
見
た
哀
は
、
ク
ス
ッ
と
笑
っ
た
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
コ
ナ
ン
は
、

　
「
な
に
、
笑
っ
て
ん
だ
よ
・
・
」

　
コ
ナ
ン
は
哀
を
見
て
、
言
っ
た
。

　
『
名
探
偵
さ
ん
も
、
サ
ッ
カ
ー
の
事
に
な
る
と
子
供
み
た
い
ね
。
』

　
哀
は
、
か
ら
か
う
よ
う
に
言
っ
た
。

　
「
・
・
ほ
っ
と
け
。
」

　
い
つ
も
の
会
話
を
お
互
い
に
し
て
い
た
。
哀
は
、
コ
ナ
ン
に
は
気
づ
か
れ
て
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い
な
い
が
少
し
、

　
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
。

　
－
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
学
校
に
着
き
い
つ
も
の
よ
う
に
小
学

校
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
。

　　
・
・
・
こ
の
時
は
、
誰
も
・
・
コ
ナ
ン
自
身
も
気
づ
か
な
か
っ
た
。
コ
ナ
ン

の
身
に
、
恐
ろ
し
い
病
魔
が

　
襲
い
掛
か
っ
て
く
る
な
ん
て
・
・
・
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－
１
－
　
い
つ
も
の
平
和
な
日
常
（
後
書
き
）

明
日
は
、
コ
ナ
ン
く
ん
で
す
ね
！

今
日
は
、
書
い
た
の
４
時
な
の
で
〈
皆
さ
ん
が
寝
て
い
る
か
も
〉
予
約
提
載
で

す
♪

と
て
も
、
一
話
一
話
短
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
・
・
・
。
そ
こ
は
、
ご
勘
弁
を
・

・
・

あ
と
、
学
校
生
活
が
メ
イ
ン
で
は
な
い
の
で
、
必
要
最
低
限
の
所
し
か
書
い
て

ま
せ
ん
。

学
校
生
活
の
話
が
好
き
な
方
は
、
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
。

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
 

ｃ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
'

ｓ
 

Ｈ
ｉ
ｎ
ｔ
 

（
笑
）
 

　
体
の
異
常

　
次
回
も
お
楽
し
み
に
！
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－
２
－
　
突
然
の
体
の
異
常
（
前
書
き
）

桔
梗
で
す
！
今
、
ち
ょ
っ
と
時
間
あ
っ
た
の
で
、
更
新
し
ま
す
！

　少
し
、
質
問
で
す
！

皆
さ
ん
が
、
好
き
な
コ
ナ
ン
キ
ャ
ラ
は
誰
で
す
か
？

答
え
は
、
感
想
の
所
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
お
願
い
し
ま
す
（
＾
＾
／
／
）
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－
２
－
　
突
然
の
体
の
異
常

　　
　

　
ー
昼
　
Ｐ
Ｍ
 

１
２
：
０
０
ー

　
給
食
の
時
間
に
な
り
、
い
つ
も
の
給
食
の
時
間
が
始
ま
っ
た
。
子
供
達
に
と

っ
て
は
一
番
の
楽
し
み
だ
。

　　
『
よ
っ
し
ゃ
！
一
番
！
』

　
い
つ
も
の
よ
う
に
、
一
番
に
給
食
を
食
べ
終
わ
る
の
が
元
太
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
い
つ
も
残
し
屋
さ
ん
な
の
が
・
・
・

　
『
あ
ー
っ
・
・
ま
た
光
彦
く
ん
人
参
残
し
て
る
ー
。
』
　

　
『
あ
と
で
、
食
べ
る
ん
で
す
よ
ぉ
ー
』

　
な
ん
て
い
う
、
言
い
合
い
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
だ
。
こ
の
時
、
コ
ナ
ン
に
は
あ

る
異
変
が
あ
っ
た
。

　
い
つ
も
な
ら
、
完
食
す
る
は
ず
の
給
食
が
な
ぜ
か
食
べ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
異
変
を
察
知
し
た
哀
が
、

　
コ
ナ
ン
に
尋
ね
た
。
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『
ど
う
し
た
の
？
』

　
哀
は
、
心
配
そ
う
に
聞
い
た
。
コ
ナ
ン
は
、
正
直
な
事
を
言
わ
ず
に
哀
に
嘘

を
つ
い
た
。

　
「
・
・
へ
？
・
・
い
や
、
ち
ょ
っ
と
考
え
事
し
て
た
だ
け
・
・
」

　
コ
ナ
ン
は
、
そ
う
言
い
、
哀
に
心
配
を
さ
せ
な
い
た
め
に
無
理
や
り
口
に
給

食
を
詰
め
込
ん
だ
。

　
哀
は
、
そ
の
様
子
か
ら
ひ
っ
か
か
る
事
は
あ
っ
た
が
自
分
の
給
食
を
食
べ
進

め
た
。

　
　

　
給
食
が
終
わ
り
、
掃
除
も
完
了
し
下
校
の
時
間
と
な
っ
た
。

　　
《
さ
よ
う
な
ら
！
》

　　
子
供
達
は
、
元
気
に
挨
拶
を
し
、
少
年
探
偵
団
達
も
コ
ナ
ン
と
哀
に
声
を
か

け
、
一
緒
に
下
校
し
た
。

　
の
ち
に
、
別
れ
る
道
と
な
り
、
少
年
探
偵
団
達
と
は
、
明
日
ね
な
ど
と
言
い

合
い
、
別
れ
た
。

　
哀
と
も
、
別
れ
て
コ
ナ
ン
は
一
人
と
な
っ
た
。
自
分
の
体
が
と
て
も
だ
る
く

な
っ
て
い
る
の
を
感
じ
、

　
立
ち
止
ま
っ
た
。
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「
（
・
・
な
ん
だ
？
な
ん
か
、
も
の
す
ご
く
だ
る
い
・
・
）
」

　
コ
ナ
ン
は
、
歩
け
な
い
ほ
ど
の
だ
る
さ
に
自
分
自
身
で
も
訳
が
分
か
ら
な
か

っ
た
。

　
歩
こ
う
と
し
て
い
る
が
、
足
が
動
か
ず
、
腹
痛
と
眩
暈
と
熱
が
一
気
に
襲
い

掛
か
っ
て
き
た
。

　
コ
ナ
ン
の
い
る
所
は
ち
ょ
う
ど
人
通
り
の
少
な
い
所
だ
っ
た
の
か
人
は
、
全

く
通
ら
な
い
。

　
ど
ん
ど
ん
症
状
は
悪
化
し
、
コ
ナ
ン
は
、
そ
の
場
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
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－
２
－
　
突
然
の
体
の
異
常
（
後
書
き
）

コ
ナ
ン
君
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
ー
！
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
・
・
・

今
日
は
、
ま
だ
更
新
し
ま
す
。
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
ネ
♪

　Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
 

ｃ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
'

ｓ
 

Ｈ
ｉ
ｎ
ｔ

　
意
識
不
明
の
コ
ナ
ン

次
回
も
、
お
楽
し
み
に
！
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－
３
－
　
帰
っ
て
こ
な
い
・
・
・

　
ー
　
Ｐ
Ｍ
 

７
：
０
０
 

ー

　
さ
す
が
に
、
遅
す
ぎ
る
と
思
い
コ
ナ
ン
は
博
士
の
家
に
い
る
と
思
っ
て
コ
ナ

ン
に
、
帰
っ
て
来
て
と

　
コ
ナ
ン
に
言
お
う
と
博
士
の
家
に
電
話
を
か
け
た
。

　　
〈
・
・
プ
ル
ル
ル
ッ
・
・
ガ
チ
ャ
ッ
！
〉

　
『
は
い
。
阿
笠
で
す
け
ど
？
』

　
電
話
に
出
た
の
は
、
哀
だ
っ
た
。

　
「
あ
っ
・
・
哀
ち
ゃ
ん
？
そ
っ
ち
に
コ
ナ
ン
君
い
る
で
し
ょ
？
も
う
、
帰
っ

て
き
な
さ
い
っ
て
、

　
言
っ
て
く
れ
な
い
か
な
？
」

　
蘭
は
、
そ
う
言
っ
た
が
、
哀
か
ら
予
想
外
の
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。

　
『
・
・
え
？
江
戸
川
君
来
て
な
い
け
ど
？
帰
っ
て
来
て
な
い
の
？
』
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哀
は
、
蘭
に
聞
き
返
し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
瞬
間
に
蘭
は
青
ざ
め
た
。

　
「
・
・
う
そ
・
・
コ
ナ
ン
君
、
博
士
ん
ち
に
い
る
と
思
っ
た
の
に
・
・
・
」

　　
蘭
は
、
も
の
す
ご
く
焦
っ
た
声
で
そ
う
言
い
放
っ
た
。

　
一
方
で
、
哀
は
昼
の
コ
ナ
ン
の
様
子
を
思
い
出
し
、
心
の
中
で
考
え
た
。

　
『
（
あ
の
時
、
江
戸
川
君
は
食
欲
が
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
た
・
・
あ
の
後

の
が
全
部
演
技
だ
と

　
し
た
ら
・
・
・
）
』

　
哀
は
、
一
つ
の
仮
説
を
立
て
た
。
元
々
凄
腕
の
科
学
者
だ
。
頭
の
回
転
は
早

い
。

　
『
分
か
っ
た
わ
。
私
達
の
方
で
も
探
し
て
み
る
わ
。
』

　
「
う
ん
・
・
お
願
い
・
・
哀
ち
ゃ
ん
・
・
・
」

　
蘭
は
、
泣
き
な
が
ら
哀
と
の
電
話
を
切
っ
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

　
哀
は
、
予
備
の
追
跡
メ
ガ
ネ
を
引
き
出
し
か
ら
出
し
、
ス
イ
ッ
チ
を
つ
け
た
。

　
〈
ピ
コ
ッ
・
・
ピ
ッ
！
・
・
ピ
ッ
！
〉

　
追
跡
メ
ガ
ネ
は
、
反
応
し
た
。

　
『
（
・
・
や
っ
ぱ
り
、
バ
ッ
ジ
を
持
っ
て
い
た
わ
ね
・
・
・
）
』

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
博
士
も
ト
イ
レ
か
ら
戻
っ
て
き
た
。

　
哀
は
、
博
士
に
事
情
を
説
明
し
、
一
緒
に
コ
ナ
ン
を
探
し
た
。

　
『
・
・
こ
の
辺
り
だ
わ
・
・
』

　　
そ
こ
は
、
人
一
人
通
ら
な
い
道
だ
・
・

　　
「
新
一
！
ー
・
・
・
」

　　
博
士
は
、
大
声
で
呼
び
か
け
る
。
そ
し
て
、
哀
も
・
・

　
『
・
・
工
藤
君
ー
！
！
・
・
』



16

　
そ
し
て
、
そ
こ
に
見
つ
け
た
二
人
が
見
た
光
景
は
、
と
て
も
真
っ
青
だ
が
、

あ
き
ら
か
に
熱
が
あ
り

　
ピ
ク
リ
と
も
動
か
な
い
コ
ナ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
光
景
に
二
人
は
、
驚
き
を

隠
せ
な
か
っ
た
。

　
「
新
一
！
！
」

　
『
工
藤
君
！
！
』

　
真
っ
先
に
、
駆
け
寄
っ
た
の
は
多
少
医
学
知
識
の
あ
る
哀
で
あ
る
。

　
コ
ナ
ン
の
脈
拍
を
確
認
し
、
コ
ナ
ン
に
意
識
確
認
を
施
す
。

　
『
博
士
・
・
救
急
車
・
・
』

　
博
士
は
、
驚
き
で
最
初
の
哀
の
声
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
が
、
哀
が
必
死
に
、

　
『
早
く
っ
！
！
』

　
そ
の
声
に
は
、
必
死
さ
と
助
け
た
い
と
い
う
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
た
。
そ
の

声
に
反
応
し
、
博
士
は
慌
て
て

　
１
１
９
番
に
電
話
を
し
た
。
そ
の
間
に
、
哀
は
コ
ナ
ン
の
病
状
の
確
認
を
し
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て
い
た
。
そ
の
病
状
は
、
一
刻
を

　
争
う
も
の
だ
っ
た
。
コ
ナ
ン
は
、
呼
吸
が
弱
く
な
っ
て
お
り
、
熱
も
触
ら
な

く
て
も
分
か
る
く
ら
い
に
、

　
上
が
っ
て
い
た
。
一
番
の
問
題
は
、
気
温
が
低
い
外
に
長
い
時
間
倒
れ
て
い

た
の
だ
。
コ
ナ
ン
は
、
体
力
を

　
消
耗
し
、
意
識
を
取
り
戻
す
気
配
が
な
い
。
重
病
と
い
う
事
で
、
救
急
車
は

コ
ナ
ン
を
優
先
し
こ
の
場
所
に

　
来
た
。

　
『
・
・
ボ
ウ
ヤ
・
・
返
事
出
来
る
か
い
？
』

　
コ
ナ
ン
は
哀
が
や
っ
た
よ
う
に
救
急
隊
員
に
意
識
確
認
を
さ
れ
、
脈
拍
を
確

認
さ
れ
て
い
た
。

　
コ
ナ
ン
の
様
子
に
一
刻
を
争
う
と
判
断
し
、
救
急
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。
の
ち

に
、
コ
ナ
ン
の
体
に
は
、

　
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
と
酸
素
マ
ス
ク
が
装
着
さ
れ
、
哀
と
、
博
士
も
、
救
急
車

に
乗
り
込
ん
だ
。

　
・
・
・
ピ
ー
ポ
ー
・
・
ピ
ー
ポ
ー
・
・

　　
救
急
車
は
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
緊
急
の
た
め
信
号
を
無
視
し
、
病
院
へ
向

か
う
。

　
そ
し
て
、
米
花
総
合
病
院
に
着
き
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
早
急
に
運
ば
れ
た
。
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ー
米
花
総
合
病
院
ー

　
『
容
態
は
？
』

　
医
師
が
救
急
隊
員
に
聞
い
た
。

　
「
意
識
レ
ベ
ル
２
０
０
、
呼
吸
心
拍
数
が
共
に
弱
く
、
と
て
も
危
険
な
状
態

で
す
。
高
熱
で
長
時
間
、

　
外
に
倒
れ
て
い
た
た
め
体
力
が
格
段
に
落
ち
て
い
ま
す
。
症
状
の
原
因
が
・
・

不
明
で
す
。
」

　
救
急
隊
員
は
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
言
っ
た
。
医
師
は
、
救
急
隊
員
の
言
葉

に
了
承
し
、

　
哀
達
に
こ
こ
で
お
待
ち
下
さ
い
と
言
っ
た
後
、
手
術
室
へ
コ
ナ
ン
を
連
れ
て

行
っ
た
。

　
す
ぐ
に
、
〈
手
術
中
〉
と
い
う
ラ
ン
プ
が
点
い
た
。
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－
３
－
　
帰
っ
て
こ
な
い
・
・
・
（
後
書
き
）

徐
々
に
、
一
話
一
話
が
長
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
（
メ
イ
ン
の
場
面
に
入
る
の

で
）

今
日
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
が
あ
れ
ば
、
１
２
時
に
更
新
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
っ
ち
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
・
・
・

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
 

ｃ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
'

ｓ
 

Ｈ
ｉ
ｎ
ｔ

　
病
気
の
発
覚

ま
た
、
明
日
。
ア
ン
コ
ー
ル
が
あ
れ
ば
、
１
２
時
に
！
で
は
！



20

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

難病と向き合ったから、知り得た事・・・
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